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 主な要望と提言（重点項目・局別要望・緊急提言・旭区への要望） 

横浜市「平成２５年度予算要望・提言書」を提出しました 
こがゆ康弘は、横浜市の平成２５年度一般会計および特別会計予算編成に対する要望、さらに

は今後取り組むべき諸課題に対する政策提言を取りまとめ、「平成 2５年度予算要望・提言書」とし

て、9 月２８日に林文子 横浜市長に提出しました。 

景気は緩やかな回復傾向にあるものの、市内経済や市民

生活は引き続き非常に厳しい状況にあり、横浜市の財政状

況は、依然として大変厳しく、来年度の収支不足見込額は

４１０億円にも上ると試算されております。 

今回の予算要望・提言書では、こがゆ康弘の地域活

動において区民の皆様から寄せられたご意見や各種団体

からのヒアリングをもとに、徹底した行財政改革、子ども

たちの将来の育成、医療の充実や放射能問題の解決、市内

経済活性化など、市民・市内事業者の将来の安全・安心の

基盤を作ることを最優先課題として取り上げております。 

 平成２５年度は、横浜市防災計画の見直しをはじめ、震災復興や放射能問題の解決

に向けた着実な施策の継続が必要な中、外交問題、国際経済、さらにはエネルギー問

題など、世界的な視野においても、横浜市が果たす役割は注目されております。そこ

で、横浜市に対しては、長く厳しい財政状況を抱えつつも、国際都市の発展を実現し

つつ、次世代へ夢の膨らみのある一歩を描くことのできる、建設的な要望・提言をいたしました。 
重点項目として、①効率的・効果的な予算配分 ②放課後児童育成３事業の見直しと充実 ③市民病院

の建て替え ④市内事業者への受注機会の拡大 ⑤公契約に際する労働条件基準 ⑥いじめ対策 ⑦新

たな大型客船ターミナルの整備 ⑧放射能問題の解決 の８点を特に強く要望・提案しました。 
関連部局・旭区 要望・提言事項 

こども青少年局関連 児童虐待防止のため、児童相談所の強化・家庭訪問の充実・医療機関との連携など、早
期発見・早期対応、再発防止・深刻化防止を徹底すること 

健康福祉局関連 高齢化する親や家族の介護能力低下を見据え、高齢者や障がい者への地域生活支援やグ
ループホームの設置を早急に進めること 

資源循環局関連 ごみ等の不法投棄の防止措置を徹底するとともに、取り締まりの強化を図ること 
建築局関連 住民の理解を得ながら、狭あい道路拡幅整備事業の工事予算の充実を図ること 
港湾局関連 大型客船の横浜港への寄港接岸を可能とする方策と観光都市づくりを検討すること 

教育委員会関連 市立小中学校への空調設備設置は、計画通り平成２５年夏を迎えるまでに完了すること 
中学校昼食について食育・地産地消・地域経済活性化の観点で検討すること 

旭区 旭区内主要駅周辺の放置自転車対策を強化すること 
鴨居上飯田線等、区内道路の整備促進に向けて、鋭意取り組むこと 
区内のコミュニティー・バス本格運行のための運営費助成を検討すること、など 

左から林文子市長、こがゆ康弘政調会長、森敏明団長、中山大輔副団長 

予算どうしよ？ 

でも、小粥さんの

提案いいわね・・・ 
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施設外観完成予想図 

 東日本大震災からの復興に関する『地方税の臨時特例法』の施行について 

 神奈川東部方面線 「相鉄・東急直通線」 
整備事業がスタートします！ 

仙台市蒲生の廃棄物搬入場では、いま

だに処理されていない大量の震災ガレキ

が積まれておりました。 

平成２４年８月３１日 撮影：こがゆ康弘 

 平成２３年度 決算特別委員会において横浜市をチェック 

 平成２５年１１月に新しい 
県立がんセンターがオープンします！ 

 東日本大震災に伴う復旧・復興事業のうち、全国の自治体で行わ

れる緊急防災・減災事業について、『東日本大震災からの復興に関

し地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源確保に

係る地方税の臨時特例に関する法律』にもとづき、その財源を確保

するため、個人市民税の均等割り標準税率を平成２６年６月から平

成３５年５月までの間、臨時的に５００円（年間）引き上げること

となりました。また、神奈川県でも同様に、個人県民税についても

同期間５００円（年間）引き上げられます。（市・県で合計１，０

００円の引き上げになります。） 
 横浜市は、この法律を踏まえて、これまで以上に市民の安全・安

心を守る地域づくりを進め、将来にわたって暮らすことのできる横

浜を築くための震災対策に着実に取り組んでいきます。 
こがゆ康弘は、昨年度、安全安心都市特別委員会 委員長として、特に横浜市の取

りまとめた『総合的な震災対策』に対して、「防災対策の強化」、「市民生活の安全

の確保」などをポイントとした横浜市の危機管理体制を強化するよう政策提言しま

した。今後もなお一層の課題を解決するよう、この財源にもとづく効果的な防災施

策を横浜市会で議論し、実現していきます。 
 

「相鉄・東急直通線（羽沢～日吉間）」整備事業

は、平成２４年１０月５日に所定の都市計画手続

きが完了し、環境影響評価書を公告・縦覧し、平

成３１年の開業に向けてスタートします。 
本事業は、横浜市西部

および新横浜と東京都

心部を直結し、「相鉄・

JR 直通線」と併せて、

利用者の利便性や新幹

線アクセスが向上する

とともに、災害に強い

街づくりを進める上で

も、横浜市にとって重

要な路線です。 
 

神奈川県立がんセンターは、平成２５年１１月の

新病院の開院を目指し、新築・移転を行います。 
 新しいがんセンターの整備方針 
-外来待ち時間を短くし、待機患者を減らします 
-高度、最新のがん医療の推進します 
-療養環境を改善します 
-都道府県がん診療連携拠点病院の規範となる病

院を目指します 
-患者に優しく質の高い 
医療を提供します 
 
神奈川県立がんセンター 

ホームページより抜粋 

 

 

 
 
厳しい財政運営が続く横浜市の平成２３年度決算を審査する決算特別委員会において、市政をチェック！ 

 水道局への質問(１０月１０日)：市外の水道施設の管理運営、「はまっ子どうし」の PR 等について 
 財政局への質問(１０月１２日)：予算編成の適正化、交付税を含む税財源の確保策等について 


